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インバイロワン工法

掲載期間終了技術（KT-060135-V)

インバイロワンシステム株式会社、独立行政法人土木研究所

道路維持修繕工　－　橋梁補修補強工　－　防食対策工

無

[H27推奨][設計比較]

５件（H27.12時点）

本技術は、鉛・クロム等の有害物質を含む塗膜を除去して現場で重

防食塗装が可能な素地を得る工法であり、従来はブラスト工法で対

応していた。本技術の活用により、塗膜ダストが発生しないため、飛

散防止対策の簡略化、既存塗膜の確実・容易な除去・回収が期待

できる。

はく離剤による塗膜除去・回収技術

はく離剤工法

素地調整2種(オプション工事として機械的工法が必要となる場合が

ある。）

■道路構造物塗装系

((社)日本道路協会「鋼道路橋塗装便覧」)による塗装系名称)

・A塗装系塗膜およびB塗装系塗膜

■河川構造物塗装系

・フタル酸系塗膜および塩化ゴム系塗膜

　(ジンクリッチプライマーより上の塗膜)

ガラスフレーク系塗膜、無機系塗膜、ジンクリッチプライマー、ジンク

リッチペイント

自然条件

・適用可能な温度は5℃以上。(最適な気温条件は10℃以上)

・5℃～10℃までの気温帯では軟化積算気温(実温度×時間)240℃・

hr以上。

・気温10℃の場合、24時間で塗膜が軟化します。

・低温時は、加温する事によって施工可能。但し、結露面には適用で

きない。

現場条件

・特別な機器は使わないため、一般に現場塗替え塗装が行える条件

であれば、制約はない。

その他

塗膜はく離が容易に行える。

一度の塗付で最大500μmまでの塗膜のはく離が可能。

ブラスト工法や電動工具処理工法では、有害物質を含む塗膜ダスト

が発生し、飛散防止対策が必要である。本技術は、はく離剤成分を

塗膜にゆっくり浸透させて湿潤シート状に軟化させるので、塗膜ダス

トが発生せず、除去塗膜全てを確実・容易に回収可能である。

鉛・クロム等を含む有害塗膜を粉砕しないので、塗膜ダスト吸引によ

る健康被害がない。

除去塗膜の状態は軟化シート状であるので、塗膜ダストと比較して

回収しやすく施工性が格段に向上する。

騒音はほとんどなし(電動工具併用の場合は除く)

本技術で塗膜を確実に除去するためには、除去対象の塗膜厚と気

温等により、はく離剤の塗付量および軟化時間が変動する事がある

ので、事前調査のはく離試験を実施する必要がある。

※さびや黒皮の除去ができないため素地調整程度2種相当に変更し

ています。

・施工時の塗膜厚は事前調査における塗膜厚と一致しない場合が

あるため、施工部位ごとに膜厚を確認し、塗付量・軟化時間を設定

する必要がある。

・インバイロワンで軟化した塗膜の除去について、溶接部やリベット

部等の凹凸部分については、塗膜厚が平滑部に比較し極端に厚く、

スクレーパー等の手工具の作業性が著しく低下する。そのため、こ

れらの部分についてはバキュームブラスト工法等の併用が有効であ

る。

・狭隘部は塗膜除去・再塗装等が不可能であるため、インバイロワ

ンが進入しないよう、養生をする。

－

・本技術で塗膜を除去した後に、鋼板に残存する黒皮およびさびに

ついては、再塗装の際にスイープブラストまたは電動工具等による

素地調整が必要である。

※黒皮とは、鋼材の圧延時に表面に生成する酸化皮膜のことであ

り、昭和30年代までの鋼材にあることが多い。重防食塗装系の防食

下地であるジンクリッチペイントを適用するためには、これをブラスト

等で除去する必要がある。

①養生

　はく離剤の飛散・除去塗膜の作業場外流出防止のため養生を行

う。

②塗付

　はく離試験の結果にもとづいた塗付量を塗付する。

　(インバイロワンは、使用前に良く攪拌する事。)

③軟化

　旧塗膜と下地の界面まで浸透させ、塗膜が軟化するまで放置す

る。

④除去

　スクレーパー・皮スキなどで軟化塗膜を除去する。

⑤下地後処理

　下地はウエス拭き後、必要に応じて下記に示すオプション工事を

実施する。

⑥廃材処理

　除去塗膜が鉛・クロム等の有害重金属を含有する場合、特別管理

産業廃棄物として分類処分する。

ブラスト工法

【設計比較対象技術】

【所見】

・電動工具を使用しないため、作業が容易である。

・ブラスト工法と比較した場合、ケレンにおける粉塵の飛散がない。

【留意事項】

・時間制限や錆びの状況によっては動力工具処理を併用する必要

がある。(経済性が低下する場合がある）

　・適用条件は下記の条件である。

　・適用可能な温度は5℃以上。(最適な気温条件は10℃以上)

　・5℃～10℃までの気温帯では軟化積算気温(実温度×時

間)240℃・hr以上。

　・気温10℃の場合、24時間で塗膜が軟化します。

　・低温時は、加温する事によって施工可能。

　　但し、結露面には適用できない。
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分類：No.24　橋梁補修補強技術（塗膜除去）

工種

評価日：H25.3.29


